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１ 

(1) (𝑥 − 2𝑦 − 7)(𝑥 − 2𝑦 + 6) (2) 𝑥 =  ５  𝑦 =  １ 

(3) ８ (4) ６４ ： ２７ ： １１７ 

２ 

(1)      ２００    円 

(2) 

連立方程式 

 

 

{
250 + 𝑥 + 𝑦 = 630

 50000 + 150𝑥 + 100𝑦 = 98000
 

𝑥 =     200           𝑦 =     180         

(3)     436    円 

３ 

(1) 
５

３６
 

(2) 
２３

２１６
 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

(1) 𝑦 = 𝑎𝑥 + 2𝑎 (2) A3（  －3  ， 9𝑎  ） 

(3) 
1

３
 

５ 

(1) 

AD と円の交点を Eとする。 

円周角の定理より ∠ACB＝∠AEB 

 

△EBD に着目すると ∠AEB＝∠EDB＋∠EBD 

 

∠EBD＞０より ∠AEB＞∠EDB 

 

したがって 

  ∠ACB ＞ ∠ADB 

(2) 

TP ＝ 
42

5
√7 

TP を求める過程 

 

2 点 A，B を通り，直線 TS に接する円をかいたとき，円と直線 TS の接点を P とす

れば(1)より∠APBが最大になる。 

このとき， 

円の中心をＣ，線分 ABの中点をM とすると， 

この円の半径はMB＋BT＝22.4 (ｍ) 

 

B を通り，ゴールラインと垂直に引いた直線と，直線 CP との交点をD とすると 

CB＝22.4 (ｍ) CD＝2.8 (ｍ) 

 

よって△BCD において三平方の定理より 

BD2 ＝ (22.4)2 ― (2.8)2 

   ＝  493.92  

BD＞０より 

 BD＝
42

5
√7 

６ 

(1) 12√2 (2) 4√26 

(3) 3√2 

 


